




































































































子村 ･長瀬村･南方村 ･坂井村 ･狐塚村 ･石井













用水堰名 開削の時期. 小諸 藩 主.
五郎兵衛堰 寛永3-. 8 松平因幡守忠志
壇 沢 堰 正保1- _3 松平因幡守忠意
p和 巳 堰 ～承応2 青山因幡守宗俊
大 門 堰 承応3-万治3 青山因幡守宗俊
八 重 原堰 万治3-寛文2 青山因幡守宗俊
小諸藩領では､寛永元年 (1624)に徳川大納
言忠長領が縮小され､美濃大垣から松平五郎



























































































































































































































































































































































堰 _ 名 延長キロ 着 手 完 成 工事期間
五郎兵衛堰 約17.8 寛永4 承応2 5年
壇 沢 堰 約40.8 正保1 平保3 3年
八丁 地 堰 約12.73 正保2 慶安2 ~5年
和 巳 堰 約29.1 慶安4 承応2 5年
大 門 堰 約23.6 承応3 万治3 7年































































































































































































八重原村 名主 市之丞 印
(十二名略)
藤原田村 名主 喜惣治 印
( 三名略)
























































































































































































木村 礎 ｢土豪開発新田｣『近世の新田村』1964 吉川弘文館
塚田正朋 ｢新田の開発｣F長野県の歴史』1974 山川出版社
岩崎長思 ｢塩沢堰｣『北佐久郡志 研究調査篇Jl1957 佐久教育会
小林幹男 F沿革史 蓉科の水11976 立科土地改良区
｢佐久平の新田｣r長野県風土記』1986 旺文社
F重科の水J1991 立科土地改良区
｢土豪開発新田と用水堰｣『立科町誌 歴史霜上J1997 立科町誌刊行会
西沢武彦 ｢近世用水の開発と新田村の成立について一信州佐久郡八重原村の場合｣F信濃』22-10
1970
斎藤洋一 ｢水の利用と開発｣r北御牧村村誌歴史編Ⅰ』1997 北御牧村村誌刊行会
中島峰広 ｢長野県の棚田｣r信州の棚田ものがたり｣1997(株)ふるきゃらネットワーク
- 30-
